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◆ 概要
コンクリートにプレストレスを導入するPC橋のような構造物では、長期間においてクリープや乾燥収縮ひずみ

の影響を無視できず、導入力の緩みに対し再緊張が行われています。これら一連のメカニズムの解明に、コン

クリート有効応力計が有効です。

有効応力計は乾燥収縮・クリープの塑性ひずみの影響をほとんど受けません。有効応力計で測定されるコンク

リートの実応力とコンクリートの弾性係数を用いて弾性ひずみを求め、これをコンクリートの全ひずみから分

離すれば塑性ひずみが得られます。無応力計で得られる収縮ひずみを塑性ひずみから減じればクリープひずみ

が得られることから、経年的に変化するプレストレスによるコンクリートの応力や塑性ひずみの状況が把握で

きます。

～　ここにも活かせるエルメス技術　～
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プレストレス導入力と施工後のコンクリート挙動の

モニタリングにコンクリート有効応力計の適用

●測定結果

●有効応力計の特性：乾燥収縮時 ：クリープ時
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